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宮
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

「
生
協
ク
イ
ズ
」
係
宛

※
名
前
の
書
き
忘
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。

「おげんきですか」へのご意見・ご感想をおよせください。 Eメール：mcoop1030@ray.ocn.ne.jp

遠藤･高田･中島徹（循環器内科）、古谷（消化器内科）、高橋聡･永友（呼吸器内科）、植野（糖尿病内科）、浜田･高橋麻里子（内科・リハビリ）、
関根･眞川（内科）、山岡･末岡（外科・肛門外科）、山元･上野･愛甲･久保（小児科）、坂口（後期研修医）、松尾･木脇･堀･大野･谷口（初期研修医）

●土曜日夜間の内科・小児科外来は休診です。

●診療科は内科。
●火曜、水曜、金曜の13：30～15：00までは往診。

入居者を募集しています。
入居希望の方は、介護事業部（0985）23-7168（介護部長　長友則子）までご連絡ください。

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

休 診（往 診）

中　村

中　村

中　村

休　診

午　前 午　後
15：00～
18：00まで

三　宅

交替制

三　宅

三　宅

三　宅

午　前
8：30～12：30
（受付11：30）まで

三　宅

休 診（往 診）

三　宅
17：00～19：00

休 診（往 診）

三　宅

休　診

午　後
16：00～
18：00まで

第1週のみ15：00～18：00

1･3週　交替制
2･4･5週　三　宅

第2･3･4･5週は16：30～19：00
月曜日
　～土曜日
9：00～15：30

小児科
相談外来（月1回）
14：00～16：00

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

末　岡

末　岡

末　岡

休　診

末　岡

休　診

末　岡

末　岡

末　岡

交替制

末　岡

午　前 午　後
15：00～
17：30まで

月曜日
　～土曜日
9：30～16：00

　

官
製
は
が
き
に
、
答

え
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
ご
記
入
の
う

え
、
下
記
の
宛
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。ま

た
、Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。「
お

げ
ん
き
で
す
か
」
を
読

ん
で
の
ご
意
見
・
ご
感

想
な
ど
も
お
書
き
く
だ

さ
い
。
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
５
名
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上

げ
ま
す
。
〆
切
は
４
月

30
日
で
、
当
選
者
は
５

月
号
の
紙
面
で
発
表
し

ま
す
。

【
応
募
方
法
】

【
送
り
先
】

【
３
月
号
の
答
え
】 

【
２
月
号
当
選
者
】（
応
募
数
43
通
）

（
正
解　

36
通
）

クイズの答えはEメールでも
受け付けております→

第1土曜休診

通所介護
デイサービス

通所介護
デイサービス

横
山　

和
子
さ
ん（
延　

岡　

市
）

松
井　

道
子
さ
ん（
日　

向　

市
）

梅
本
美
佐
子
さ
ん（
宮　

崎　

市
）

長
友
レ
イ
子
さ
ん（
国　

富　

町
）

由
元
ミ
ド
リ
さ
ん（
都　

城　

市
）

①
ウ　

②
エ　

③
ク　

④
ア

⑤
オ　

⑥
キ　

⑦
カ　

⑧
イ

月

火

水

木

金

土

内　　　　　　　　　科
午　　　前

一　般
1診 2診 3診 4診 5診

予　約　制

受 付　8：00～11：45
診 療　8：30～12：30

受付
17：00～
　  19：35
診療
17：30～
　  20：00

受付
8：00～11：45

診療
8：30～12：30

受付
8：00
　～11：45
診療
8：30
　～12：30

特診

アレルギー
（要予約）

特診

脳波
神経
（要予約）

（要予約）

受付
16：30～
　　19:00
診療
17：00～
　　19：30

受付
14：30～16：30
診療
15：00～17：30

14：00
～

17：00

13：30
～

16：30
（要予約）

13：45
～

16：15

土曜日：午後
受付 13：30～16：30
診療 14：00～17：00

交替制

受　付
13：30～16：30
診　療
14：00～17：00
交替制

第1･3･5週
山　岡

第2･4週
末　岡

午　前 午　前 午　　後

乳児健診外　来 予防接種

夜　間
午　　後 夜　間

外　科 小　　　児　　　科

交替制

交替制

交替制

遠　藤

遠　藤

交替制

高橋聡

植　野

永　友

古　谷

高橋聡

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

遠　藤

高　田

遠　藤

高　田

中島徹

1週：高田
2週：髙橋聡
3週：植野
4週：永友

古　谷 交替制

小　澤

交替制

高橋聡

交替制高橋麻里子
11:00～12:00

15:00～16:45
高橋麻里子
16:45～17:30
交替制

1診:山元
2診:久保

1診:久保
2診:山元

1診:愛甲
2診:山元

1診:久保
2診:愛甲

1診:上野
2診:愛甲 山元

予約のみ17:00～18:00
遠　藤

17:30～20:00
交替制

第1・3・5週は休診

小牧 第2･4週
休　　　診

休　診

宮崎市大島町天神前1171

☎0985（24）6877

　

日
本
語
の
表
現
の
問
題
で
す
。
社
会
や
文
化

に
ま
つ
わ
る
慣
用
句
で
す
。□
に
当
て
は
ま
る

言
葉（
漢
字
一
字
）
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

交替制

上　野高　田 山　岡

山　岡

山　岡

久　保

愛甲　
／
　山元

上　野

山　元

久　保

久　保

上　野 愛甲

愛甲

愛　甲

山　元

山　元交替制

久　保

久　保

上　野

愛　甲

交替制

山　元

8：45～12：30
（受付12：00）まで

9：00～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-55-0025

小規模多機能ホーム

宮崎市大島町国草142-2
ＴＥＬ 0985-75-0700

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市祇園3丁目195番地
ＴＥＬ 0985-61-7720

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

高橋麻里子
11：00～12:00

10:30～

山　岡
10:30～

夜　間
17：00～
19：00まで

日　高

日　高

日　高

月

火

水

木

金

土

午　前 午　後診
療
時
間

日　高

日　高

日　高

日　高

日　高

日　高

休診（往診）

休診（往診）

第3土曜日は休診

8：30～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市和知川原2丁目25-1　 ☎0985（23）0050

●
午
後
は
往
診
等
の
為
診
察
は

　

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

●
夜
間
受
付
は
1
8
:
4
5
ま
で

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-52-2225

グループホーム

グループホーム にじの樹　　　
　　　　TEL 0985-35-6022
デイサービス和知川原　　　
　　　　TEL 0985-32-3414

れいんぼう会館
宮崎市和知川原２丁目25-1

消
え
る
？
喫
煙
室
。
五

輪
控
え
、「
全
面
禁
煙
」

主
流
、
と
い
う
見
出
し

が
大
き
く
躍
り
ま
し
た
。

「
宮
日
＝
15
年
12
月
31

日
付
」。
20
年
の
東
京

五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
、
ホ
テ
ル
や

飲
食
店
な
ど
の
受
動
喫

煙
対
策
を
強
化
す
る
よ

う
求
め
る
主
張
が
支
持

を
広
げ
て
い
ま
す
▼
ホ

テ
ル
な
ど
を
運
営
す
る

あ
る
企
業
は
喫
煙
の
有

無
は
企
業
競
争
力
に
直

結
、
と
し
て
喫
煙
者
の

採
用
を
や
め
、
ま
た
全

国
に
50
カ
所
余
り
の
飲

食
店
を
運
営
す
る
あ
る

企
業
も
採
用
を
や
め
ま

し
た
。
こ
の
動
き
は
大

変
喜
ば
し
い
も
の
で
す

▼
し
か
し
Ｊ
Ｔ
は
、
16

年
早

「々
週
刊
現
代
」

に
売
れ
っ
子
俳
優
も
登

場
さ
せ
、
４
ペ
ー
ジ
に

わ
た
っ
て
大
宣
伝
を
繰

り
広
げ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
県
た
ば
こ
耕
作
組

合
の
組
合
員
と
Ｊ
Ｔ
の

従
業
員
を
動
員
、
繁
華

街
で
吸
い
殻
拾
い
を
行

い
、
ク
リ
ー
ン
さ
を
売

り
に
し
て
い
ま
す
▼
い

よ
い
よ
私
た
ち
も〝
苦

し
い
中
毒
〞症
状
と
闘

い
、
禁
煙
運
動
の
頑
張

り
時
が
き
た
よ
う
で
す
。

（
Ｏ
・
Ｓ
）

ー

　

二
〇
一
六
年
度
は「
協
同
の
力

で
健
康
と
い
の
ち
輝
く
社
会
を
つ

く
る
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と

に
重
点
課
題
を
設
定
し
ま
す
。
第

一
に
宮
崎
生
協
病
院
の
医
療
構
想

の
審
議
と
経
営
改
善
、
第
二
に
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
･
に
じ
の
樹
の
９

床
増
床
化（
計
18
床
）
と
介
護
事

業
の
経
営
改
善
に
取
り
組
み
ま

す
。
第
三
に
医
師
確
保
と
医
師
養

成
、
職
員
育
成
の
課
題
を
重
点
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。
第
四

に
地
域
包
括
ケ
ア
へ
の
対
応
に
向

け
、
医
療
・
介
護
・
組
合
員
活
動

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
深

め
、
連
携
の
整
備
、
組
合
員
活
動

の
地
域
で
の
展
開
を
具
体
化
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
そ
の
人
に

ふ
さ
わ
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

努
め
利
用
者
の
満
足
度
を
高
め
ま

す
。
家
族
や
連
携
す
る
事
業
所
へ

の
広
報
を
強
め
利
用
者
の
確
保
を

す
す
め
、
次
年
度
か
ら
始
ま
る
自

治
体
の
総
合
事
業
へ
の
参
画
を
検

討
し
準
備
を
進
め
ま
す
。
訪
問
看

護
・
訪
問
介
護
・
居
宅
事
業
で
は

「
住
み
慣
れ
た
我
が
家
で
安
心
し

て
生
活
し
た
い
」
と
い
う
利
用
者

や
家
族
の
要
望
に
応
え
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
、
利
用
者
の
拡
大
に

努
め
ま
す
。

　

地
域
密
着
型
事
業
で
は
関
係
す

　

宮
崎
生
協
病
院
で
は
今
後
の
入

院
・
外
来
機
能
の
あ
り
方
な
ど
病

院
機
能
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
ま

す
。
入
院
で
は
包
括
ケ
ア
病
床
の

導
入
を
進
め
ま
す
。
引
き
続
き
二

四
時
間
断
ら
な
い
入
院
・
検
査
を

実
施
し
、
他
院
所
か
ら
の
紹
介
を

受
け
入
れ「
地
域
の
ベ
ッ
ド
」
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
ま

た
関
連
医
療
機
関
・
施
設
、
介
護

事
業
所
と
の
連
携
を
深
め
ま
す
。

　

外
来
で
は
、
引
き
続
き「
全
身

チ
ェ
ッ
ク
・
検
査
を
す
る
外
来
機

能
」「
か
か
り
や
す
い
外
来
機
能
」

　

二
〇
一
六
年
度
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
宮
崎
生
協
病
院
を
は
じ
め
４
つ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
17
介
護
事
業
所
が
課
題
に
取
り

組
み
ま
す
。
組
合
員
活
動
で
は
班
会
や
健
康
体
操
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

坂　口
8:30～10:00

宮崎医療生協の拠点　宮崎生協病院宮崎医療生協の拠点　宮崎生協病院2015年7月1日に開所した「ぎおんの家」2015年7月1日に開所した「ぎおんの家」
2015年6月30日に開催した
第26回通常総代会議

2015年6月30日に開催した
第26回通常総代会議

を
追
求
し
、
医
療
の
質
・
満
足
度

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
救
急
車

の
受
け
入
れ
な
ど
救
急
病
院
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
、
健
康
診
断

受
診
の
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
臨
床
研
修
指
定
病
院
と
し

て
医
師
養
成
の
教
育
機
能
の
充
実

を
図
り
、
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
効
率
的
に
行
え
る
よ
う
に
機

能
を
高
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
慢
性
疾
患
や

生
活
習
慣
病
で
定
期
通
院
さ
れ
て

い
る
患
者
に
全
身
管
理
を
意
識
し

た
治
療
計
画
を
実
施
し
、
合
併
症

や
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
努
め
、
高
齢
化
社
会
へ
向
け
て

施
設
や
自
宅
で
の
在
宅
医
療
を
支

え
ま
す
。
引
き
続
き
支
部
・
組
合

員
と
協
同
し
た
医
療
生
協
ら
し
い

健
康
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

る
医
療
機
関
・
事
業
所
と
の
連
携

を
強
化
し
利
用
者
の
安
定
的
な
受

け
入
れ
を
す
す
め
ま
す
。
ま
た
ス

タ
ッ
フ
の
力
量
を
高
め
要
介
護
三

以
上
の
受
け
入
れ
を
増
や
し
自
宅

や
施
設
で
の
暮
ら
し
を
支
え
ま

す
。
二
〇
一
六
年
に
は
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
･
に
じ
の
樹
の「
増
床
化
」

を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
職
員
体
制

の
整
備
と
利
用
者
の
受
け
入
れ

（
七
月
予
定
）
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
活
動
で
は
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
、「
い

つ
ま
で
も
元
気
で
長
生
き
」
の
願

い
を
実
現
で
き
る
よ
う
医
療
生
協

の
各
支
部
が
地
域
の
中
で
そ
の
役

割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

た
め
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
サ
ポ
ー
タ

ー
、
脳
い
き
い
き
班
会
や
健
康
体

操
、
笑
い
ヨ
ガ
な
ど
の
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た

中
学
校
区
単
位
の
支
部
づ
く
り
で

地
域
に
対
応
し
た
医
療
生
協
の
支

部
・
班
の
活
躍
の
場
を
追
求
し
て

い
き
ま
す
。
地
域
で
医
療
生
協
の

役
割
を
高
め
る
な
か
で
、
仲
間
づ

く
り
や
増
資
へ
の
取
り
組
み
、
健

康
診
断
受
診
を
促
進
し
ま
す
。
引

き
続
き
憲
法
九
条（
平
和
）・
二
五

条（
生
存
権
）
を
守
ら
せ
、
脱
原

発
や
社
会
保
障
制
度
の
充
実
を
求

め
る
運
動
を
す
す
め
ま
す
。

体
温
計

FAX　29-4839

FAX　23-0303
FAX　58-3110
FAX　51-9004
FAX　26-7101
FAX　24-0515
FAX　31-1452
FAX　24-0515
FAX　24-0515
FAX　29-4839
FAX　31-1452
FAX　26-1944

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ
（No.142)（No.142)

（
出
題　

編
集
委
員
会
）

宮崎医療生活協同組合
訪問看護ステーション
訪問看護ステーション
生協ホームヘルプサービス

居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。 健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。

☎(0985)24-6877

☎(0985)23-0050
☎(0985)58-1222
☎(0985)52-6715
☎(0982)26-7100
☎(0985)23-7728
☎(0982)31-1442
☎(0985)62-1384
☎(0985)24-8538
☎(0985)24-6545
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

宮崎市大字熊野1613　☎0985（58）1222 延岡市浜砂1丁目5-17　☎0982（26）7100

◎介護保険の申請や相談については上記の居宅介護支援事業所に
　お問い合わせ下さい。

延岡市浜砂1丁目5番6号宮崎市和知川原2丁目25-1

☎0985（24）8538

☎0985（23）7728

☎0985（62）1384

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

・ホームヘルプサービス

☎0982（31）1453

☎0982（31）1442

☎0982（26）2536

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

・ホームヘルプサービス

◎
病
院
及
び
医
師
の
都
合
上
、
右
表
の
と
お
り
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。

宮崎市大塚町大迫南平4401　☎0985（52）6715



健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。

組合員の転居及び氏名変更、お亡くなりになられた場合は宮崎医療生協（電話０９８５－２３ー７１６８）までご連絡ください。

〜
配
布
協
力
員
紹
介
〜

　

中
野
イ
ツ
子
さ
ん（
72
歳
）
も
う
長
い
こ
と

運
営
委
員
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
か

ぼ
そ
い
体
で
都
城
市
内
中
走
り
回
っ
て
い
ま

す
。
日
中
友
好
協
会
の
役
員
も
兼
ね
、
忙
し

さ
は
半
端
じ
ゃ
な
い
で
す
。
自
分
の
班（
わ
か

ば
班
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
か
ら
と
っ
た
）
を
運
営

し
、
ヨ
ガ
を
や
っ
た
り
、
習
字
も
こ
な
し
絶
対
Ｎ
Ｏ
と
言
わ
な
い
人
。

粘
り
強
く
、
や
さ
し
い　

だ
か
ら
12
名
の
班
員
が
増
え
て
も
根
分
け

で
き
ま
せ
ん
。
み
ん
な
慕
っ
て
離
れ
が
た
く
、
遠
く
か
ら
や
っ
て
き

ま
す
。
自
宅
を
開
放
し
て
午
前
中
は
別
の
班
会
の
面
倒
を
見
て
く
れ

ま
す
。
38
年
間
病
院
勤
務
の
あ
と
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
に
自
主
班
会
の
ホ
ー
プ
で
す
。
組
織
部
の
工
藤
さ
ん
が
都

合
の
悪
い
と
き
は
、
他
の
班
会
に
も
出
か
け
て
く
れ
ま
す
。
都
北
支

部
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
人
材
で
す
。
無
理
し
な
い
で
ね
。

（
都
北
支
部
）

　
　
《
お
問
い
合
わ
せ
》　

組
織
部　

０
９
８
５
・
３
１
・
９
０
５
５

　

２
月
25
日
、
横
浜
で
行
わ
れ
た
実
践
交
流

集
会
は
約
２
７
０
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
交
流
集
会
は
、
日
常
的
に

実
践
し
て
い
る
医
療
福
祉
生
協
の
事
業
と
運

動
を
あ
ら
た
め
て「
医
療
福
祉
生
協
い
の
ち
の

章
典
」
に
な
ぞ
り
教
訓
や
魅
力
を
引
き
出
し
、

も
ち
よ
り
、
学
び
、
交
流
す
る
場
と
し
て
設

け
ら
れ
た
。
そ
の
目
標
は「
①
15
年
度
実
施
の

『
い
の
ち
の
章
典
』
実
践
を
交
流
す
る
。②
そ
れ

ぞ
れ
の
生
協
の
取
り
組
み
が『
い
の
ち
の
章

典
』
の
実
践
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
信
す

る
。③
16
年
度
の
事
業
と
組
合
員
活
動
の
ヒ
ン
ト
を
つ
か
む
。」
と
し
た
。

　

午
前
は
全
体
集
会
で
、
日
本
医
福
連
常
務
理
事
・
松
本
弘
道
氏
の
基

調
講
演「
い
の
ち
の
章
典
の
今
日
的
意
義
や
実
践
す
る
こ
と
の
重
要
性

に
つ
い
て
」
が
あ
り
、
会
員
生
協
報
告
で
は
、
宮
崎
・
福
島
・
栃
木
・

埼
玉
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、「
健
康
づ
く
り
」、「
原
発
事
故
後
の
取
り
組
み
」、

「
絆
を
結
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
」
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
。
埼
玉
医
療

生
協
か
ら
は
約
80
か
所
の
安
心
ル
ー
ム
が
作
ら
れ
て
い
る
と
の
報
告
が

な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
患
者
の
権
利
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
理
事
長
の
久
保
井
摂

さ
ん
か
ら「
医
療
福
祉
生
協
の
い
の
ち
の
章
典
」
の
と
り
く
み
へ
の
評
価

と
期
待
が
語
ら
れ
た
。

　

午
後
は
10
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
実
践
報
告
が
な
さ
れ
、
私
が
参
加

し
た
分
散
会
6
は
28
人
が
参
加
、
10
演
題
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
が
、
高
齢
者
の
手
助
け
、
見
守
り
、
た
ま
り

場
づ
く
り
に
関
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
実
践
に
つ
い
て
は
長
年
取
り

組
ま
れ
て
い
る
も
の
か
ら
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
も
の
ま
で
色
々
。
発
表

と
は
別
に
実
践
例
と
し
て「
支
部
活
動
を
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
し
て
行
政

や
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
に
配
布
し
て
い
る
」「
子
供
の
無
料
塾
を
や
っ
て

い
る
こ
と
を
社
協
に
声
か
け
し
た
ら
補
助
が
貰
え
た
」
な
ど
。
ダ
メ
も

と
で
組
合
員
さ
ん
と
一
緒
に
行
政
に
声
か
け
す
る
こ
と
も
い
い
の
で
は

と
い
う
話
も
あ
っ
た
。

　

今
回
発
表
さ
れ
た
１
９
５
の
演
題
内
容
は

抄
録
集
と
し
て
配
布
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容

を
医
療
福
祉
生
協
連
の
会
員
支
援
サ
イ
ト
に

掲
載
す
る
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
他
の
医

療
生
協
の
実
践
を
確
認
で
き
、
内
容
な
ど
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
も
可
能
に
な
る
。
こ

れ
ら
の
利
用
は
、
今
後
の
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
地
域
包
括
ケ
ア
に
つ
い

て
の
大
き
な
手
助
け
に
な
る
と
考
え
る
。

 

（
組
合
員
理
事　

清
水
忠
雄
）

　

３
月
13
日（
日
）
宮
崎
中
央
公
園

メ
イ
ン
モ
ー
ル
で
、『
３
・
11
福

島
を
忘
れ
な
い
』
集
会
に
約
５
０

０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
矢
野
弘

子
さ
ん（
３
・
11
い
の
ち
の
広
場

実
行
委
員
長
）
が「
福
島
は
こ
の
ま

ま
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
福
島

か
ら
避
難
し
て
移
り
住
ん
で
い
る

方
と
、
今
何
が
大
切
で
何
を
大
事

に
す
る
の
か
を
み
ん
な
で
感
じ
て

自
分
の
も
の
に
し
て
欲
し
い
」
と

開
会
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
フ
ラ
ダ

ン
ス
や
バ
ン
ド
演
奏
、
出
店
な
ど

も
あ
り
、
中
で
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
福
島
県
か
ら
宮
崎
県
に
移
住
し
た
方
か
ら「
原
発
事
故
で
地
元
を

失
い
、
避
難
勧
告
で
親
し
か
っ
た
人
と
の
人
間
関
係
も
失
い
ま
し
た
。

震
災
直
後
は
日
常
生
活
用
品
の
支
援
は
助
か
り
ま
し
た
が
、
今
は
被

災
し
た
方
の
話
を
聞
く
こ
と
が
一
番
の
支
援
で
す
」
と
の
呼
び
か
け
も

あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
組
織
部
）

　

２
月
15
日（
月
）、
医
療
生
協
あ
お

き
支
部
第
1
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は
風

が
強
く
寒
い
日
で
し
た
が
、
32
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
4
チ
ー
ム
が
１
・

３
・
５
・
７
番
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
３

ゲ
ー
ム
で
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
お

互
い
に
顔
見
知
り
で
和
気
合
々
と
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
商
品
は

１
〜
10
位
、
ブ
ー
ビ
ー
賞
を
用
意
し

ま
し
た
。
優
勝
者
は
那
須
栄
さ
ん
で

し
た
。
ち
な
み
に
ス
コ
ア
ー
は
56
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
２
、
二
打
が
９

で
し
た
。
表
彰
を
行
い
食
事
を
し
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

（
あ
お
き
支
部
運
営
委
員
会
）

　

宮
崎
県（
福
祉
保
健
部
健
康
増
進
課
）
は

「
従
業
員
や
そ
の
家
族
、
地
域
住
民
等
の

健
康
づ
く
り
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
今
後
も
そ
の
活
動
に
期
待
が
で
き
、

他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
企
業
等
を
対
象

に
標
記
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
宮
崎
医

療
生
協
は「
８
つ
の
健
康
習
慣
と
２
つ
の

健
康
指
標
を
も
と
に『
地
域
ま
る
ご
と
健

康
づ
く
り
』
を
合
言
葉
に
取
り
組
ん
で
い

る
健
康
チ
ェ
ッ
ク（
班
会
）、
保
健
予
防
活

動
と
し
て〝
す
こ
し
お
生
活
〞（
食
生
活
の

見
直
し
）
や
保
健
学
校
な
ど
の
取
り
組
み
」

な
ど
の
資
料
を〝
地
域
住
民
等
の
健
康
づ
く
り
部
門
〞に
提
出
し〝
奨
励

賞
〞を
受
賞
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
組
織
部
）

　

〝
こ
れ
以
上
年
金
が
下
げ
ら
れ
た
ら
暮
ら
し
て
い
け
な
い
〞
毎
年
の
よ
う
に
下
げ
ら
れ
る
中
で
年
金
者

か
ら
悲
痛
な
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
雇
用
が
不
安
定
で
保
険
料
の
負
担
も
大
変
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
新

た
な
改
悪
で
年
金
は
今
後
30
年
間
も
下
げ
続
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

み ん な の 声

2
0
1
６
年
２
月
度　

理
事
会
の
報
告 ①2月度事業所活動について報告・承認しま

した。
②2月度医療安全管理委員会について報告・
承認しました。

③2月度宮崎生協病院利用委員会について報
告・承認しました。

④2月度県連学習教育委員会について報告・
承認しました。

⑤2月度県連看護委員会について報告・承認
しました。
⑥2月度県連介護事業所責任者会議について
報告・承認をしました。

⑦2月度経営協議会について報告・承認しま
した。

⑧第26期15回常勤理事会について報告・
承認しました。

⑨宮崎県民医連第10回理事会について報
告・承認しました。

⑩宮崎県社保協第10回幹事会について報
告・承認しました。

⑪人事について承認しました。
⑫グループホームの選定について承認しま
した。
⑬確定給付企業年金の監査結果について
承認しました。

⑭看護小規模多機能サービスれいんぼう
の補助金返還について承認しました。

⑮平成27年度健康長寿推進企業等知事
表彰奨励賞の報告がありました。

＜報告・承認事項＞

①2月の組合員増やしは111名（目標132名）と目標を下回りましたが、出資金増資は
309.4万円（目標295万円）と目標を達成しました。「全日本民医連共同組織連絡会」、「い
のちの章典実践交流集会」、「九沖ブロック方針討論集会」、「組合員活動責任者会議」など
の参加報告もありました。
②平和と社会保障を守る取り組みについて提案がありました。辺野古埋め立て工事の中止、
高浜原発4号機の緊急停止、東日本大震災被災地3県復興住宅高齢者割合増、子育て貧
困世帯の増加、戦争法に反対する署名活動などの報告がありました。また今後の課題や取
り組みについての報告もあり意見交換を行いました。
③1月の法人の経常利益は912.7万円の黒字、累計では3,057.9万円（予算9,100万円）
との報告がありました。宮崎生協病院の経営改善にむけた取り組み、介護事業所の経常状
況について報告を受けました。
④おおつか生協クリニック、小規模多機能ホームぎおんの家の業務監査報告を受けました。
大田原専務理事より監査報告を受けて現状の対応と今後の対応について回答がありました。
⑤総代選挙定数と総代選挙管理委員会の設置、総代選挙について提案があり承認されまし
た。総代選挙定数は２２６名、総代選挙告示は４/１（金）～２０（水）です。
⑥定款の規定に基づく「みなし脱退」の処理について提案があり承認されました。住所不明組
合員は４３８名です。
⑦宮崎県病院厚生年金基金の解散後の取り扱いと対応について提案があり承認されました。

＜審議・決定事項＞
・戦争法を廃止するためにも、私も家族で署名に取
り組みました。一人ひとりだけの力は僅かなもの
かもしれませんが、みんなで取り組めば大きな力
となって届くのではないかと思います。日本の、
そして世界の平和が維持できますように…。　　
　　　　　　　　　　　（宮崎市Ｇさん・女性）

○男性トイレを利用していたら、掃除の女性が
入ってきてゴミをとっていた。トイレを使用し
てよいか尋ねると他のトイレを使ってくれと言
われた。腹がたった。

◎ご指摘を受けて、清掃委託業者に対して、患者様
に配慮した対応を心がけるように申し入れを行い
ました。

宮崎医療生協および
宮崎生協病院のこと
は、スマートフォン･
タブレットからもわ
かります。アクセス
はこちらのQRコー
ドをご利用ください。

3月度宮崎生協病院利用委員会3月度宮崎生協病院利用委員会虹 の 声虹 の 声虹 の 声虹 の 声
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知
事
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
！

ど
う
な
る
の
？ 

こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
年
金
制
度

ど
う
な
る
の
？ 

こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
年
金
制
度

若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心
で
き
る
年
金
制
度
を
！

　

老
齢
基
礎
年
金
だ
け
の
人
は
８
０
０
万
人
、
そ
の
年
金
額
は
月
約
５
万
円
で
す
。
ま
た
、
非
正
規
労
働

者
が
40
％
と
い
う
状
況
の
中
、
低
賃
金
は
深
刻
で
す
。
年
金
額
は
現
役
時
代
の
賃
金
額
を
反
映
し
ま
す
。

年
金
は
す
べ
て
の
国
民
に
と
っ
て
重
大
な
問
題
で
す
。
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
老
後
を
暮
ら
す
た
め
に

は
、
最
低
保
障
年
金
制
度
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

す
べ
て
の
国
民
の
切
実
な
願
い　

最
低
保
障
年
金
制
度
の
実
現
を
！

　

２
０
１
２
年
11
月
、
政
府
は「
年
金
２
･
５
％
削
減
法
案
」
を

強
行
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
年
金
者
組
合
は
、
こ
れ
を
不
服
と
し

て
不
服
審
査
請
求
、
再
審
査
請
求
を
取
り
組
み
ま
し
た
。
し
か

し
、
い
ず
れ
も「
却
下
」
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
怒
っ
た
全
国
の

組
合
員
が
裁
判
に
立
ち
上
が
っ
た
の
で
す
。
現
在
39
都
道
府
県

で
３
９
４
３
人
が
原
告
団
と
な
っ
て
提
訴
し
、
生
存
権
、
幸
福

追
求
権
、
財
産
権
を
か
け
た「
憲
法
を
守
る
運
動
」
と
し
て
大
き

く
盛
り
上
が
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
宮
崎
県
で
も
10
人
の
原
告
団

が
昨
年
８
月
に
宮
崎
地
方
裁
判
所
に
提
訴
し
ま
し
た
。
今
年
の

４
月
８
日（
金
）
に
は
第
１
回
口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
裁
判
を
勝
利
さ
せ
る
た
め
に「
支
援
す
る
宮

崎
の
会（
仮
称
）」
の
設
立
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

年
金
問
題
は
、
誰
で
も
関
係
す
る
問
題
で
す
。
年
金
者
組
合
で
は
今「
若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心
で
き
る

年
金
制
度
を
！
と
い
う
１
０
０
万
署
名
を
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
医
療
生
協
組
合
員
の
方
々
に
も
実
情
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
署
名
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
全
日
本
年
金
者
組
合
宮
崎
県
本
部　

執
行
委
員
長　

津
守
信
弘
）

年
金
引
き
下
げ
は
憲
法
違
反
！

　

昨
年
４
月
か
ら
、「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
制
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
高
齢
者
の
平
均
余
命

の
伸
び
と
現
役
人
口
の
減
少
を
合
わ
せ
た
率
で
約
１
％
ず
つ
年
金
額
を
毎
年
下
げ
て
い
く
仕
組
み
で
す
。

政
府
は
、
年
金
を
こ
れ
か
ら
30
年
間
、
毎
年
下
げ
続
け
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
基
礎
年

金
部
分
が
約
30
％
低
下
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
で
は
と
て
も
生
活
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
現
在
65
歳
か
ら
に
な
っ
て
い
る
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
の
先
延
ば
し
や
、
20
歳
〜
60
歳
ま
で
40
年

間
払
い
続
け
る
保
険
料
の
納
付
義
務
期
間
の
延
長
を
検
討
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
年
金
制
度
改
悪
を
狙
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
厚
生
年
金
と
国
民
年
金
の
積
立
金

を
運
用
す
る
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人（
Ｇ
Ｐ
Ｉ

Ｆ
）
を
使
っ
て
年
金
資
金
で
危
険
な
株
投
資
対
策
を
お
こ
な
い
、

８
兆
円
も
の
損
失
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
誰
も
そ
の
責
任
を
取

ろ
う
と
し
て
い
ま
せ
ん
。

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」反
対
！
さ
ら
な
る
制
度
改
悪
は
許
さ
な
い
！

「
医
療
福
祉
生
協
い
の
ち
の
章
典
」

　
　
　
　

実
践
交
流
集
会
に
参
加
し
て

「
医
療
福
祉
生
協
い
の
ち
の
章
典
」

　
　
　
　

実
践
交
流
集
会
に
参
加
し
て

■ 新規加入者　111名（2/1～2/29）
■ 出資金　5億6,423万 円
■ 班　数　358 班

■ 総組合員数　　49,810 名
■ 平均出資金　　11,328 円
■ 手配り配布数　19,949 部

《おげんきですか》

今、宮崎医療生協は

宮崎医療生協宮崎生協病院

2016年2月現在

･
や
わ
ら
か
に　

春
風
い
だ
く　

阿
蘇
の
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

連
な
る
姿　

わ
が
思
い
な
り

･
那
覇
に
生
き　

色
鮮
に　

咲
く
花
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ま
わ
蕾
の　

堅
き
芽
な
れ
ど

･
流
れ
ゆ
く　

雲
間
に
浮
か
ぶ　

雪
の
富
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　

耐
え
ぬ
く
姿　

こ
こ
ろ
躍
ら
む

國
井　

子
孫

全国から約270名の組合員さんが
参加した全体会

全国から約270名の組合員さんが
参加した全体会

10の分科会で組合員さんが
支部活動を報告しました
10の分科会で組合員さんが
支部活動を報告しました

宮崎県から“奨励賞”を受理しました宮崎県から“奨励賞”を受理しました

（%） （%）

低年金の国民が大多数 保険料率の推移

資料:厚生労働省「厚生年金･国民年金事業年報」平成24年版
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